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「蝶」

　
新
年
に
あ
た
り
、
ど
う
ぞ
今
年
も
よ
ろ

し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

　
今
回
紹
介
す
る
作
品
は
、
靉
光
（
一
九

〇
七
〜
四
六
）
の
「
蝶
」
で
す
。
靉
光
は

画
名
で
、
本
名
は
石
村
日
郎
と
い
い
ま
す
。

広
島
県
出
身
で
、
十
代
で
画
家
を
志
し
て

上
京
し
て
、
応
召
す
る
四
四
年
ま
で
に
数
々

の
秀
作
を
残
し
て
い
ま
す
。
こ
の
作
品
は
、

昨
年
十
月
に
当
館
で
開
催
し
た
広
島
市
現

代
美
術
館
所
蔵
作
品
を
中
心
にPart 1

「
靉
光
と
同
時
代
の
仲
間
た
ち
」
展
に

出
品
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
も
、
当
館
内
に

展
示
中
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
す
ぐ
れ
た
芸
術
家
は
、
そ
れ

ぞ
れ
独
自
の
ア
ン
テ
ナ
を
も
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
の
が
、
わ
た
し
の
説
で
す
。

そ
の
ア
ン
テ
ナ
と
は
、
受
信
、
発
信
の
両
方

の
機
能
を
も
っ
て
い
る
の
で
す
。
靉
光
と

い
う
画
家
も
、
そ
の
ひ
と
り
で
し
ょ
う
。

緻
密
に
描
か
れ
た
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
が
印
象
的

で
す
が
、
華
麗
に
舞
う
と
い
う
よ
り
、

草
木
に
か
ら
め
と
ら
れ
そ
う
な
危
う
さ
を

感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
も
背
後
に
は
、

黒
子
の
よ
う
に
も
う
一
匹
黒
い
羽
根
の

蛾
が
ひ
そ
ん
で
い
ま
す
。
描
か
れ
た
の

が
、一
九
四
一（
昭
和
十
六
）年
と
い
う
太

平
洋
戦
争
勃
発
の
年
で
あ
る
こ
と
を
お

も
え
ば
、
画
家
が
何
を
感
じ
て
い
た
の

か
お
わ
か
り
で
し
ょ
う
。
戦
争
へ
と
突
き

進
ん
で
い
く
不
安
と
緊
張
を
こ
の
作
品
か
ら

感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。
当

時
、
シ
ュル
レ
ア
リ
ス
ム（
超
現
実
主
義
）と

い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た

新
し
い
モ
ー
ド
の
影
響
だ
け
で
は
説
明
で

き
ま
せ
ん
。
画
家
が
抱
い
た
幻
想
と
時
代

に
向
け
ら
れ
た
予
兆
の
受
信
（
ア
ン
テ
ナ
）

か
ら
の
表
現
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
、
当
美
術
館
で
は
、
ひ
き
つ
づ

き
一
月
十
六
日
か
ら
、Part 2

と
し
て

「
70
年
目
の
原
爆
の
図
」
展
が
は
じ
ま
り
ま

す
。
こ
の
展
覧
会
は
、「
70
年
目
」と
銘
打
っ

た
よ
う
に
、
今
か
ら
七
〇
年
前
の
一
九
五
一

（
昭
和
二
十
六
）
年
二
月
に
、
こ
こ
桐
生

市
内
で「
原
爆
の
図
」
が
公
開
さ
れ
た
こ

と
に
因
む
企
画
展
で
す
。
原
爆
投
下
直
後

の
広
島
市
内
の
惨
状
を
目
の
あ
た
り
に
し

た
画
家
の
丸
木
位
里
（
一
九
〇
一〜一
九
九

五
）、
俊
（
一
九
一
二
〜
二
〇
〇
〇
）
夫

妻
は
、一九
五
〇（
昭
和
二
十
五
）
年
か
ら
、

共
同
で
「
原
爆
の
図
」
の
制
作
を
は
じ
め

ま
し
た
。
今
回
、
展
示
す
る
の
は
「
原
爆

の
図
」
第
一
部
幽
霊
の
再
制
作
版
で
す
。

屏
風
仕
立
て
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
高

さ
が
一
メ
ー
ト
ル
八
〇
㎝
、
幅
が
七
メ
ー

ト
ル
に
及
ぶ
大
作
で
す
。
靉
光
の
親
友

で
も
あ
っ
た
丸
木
位
里
も
ま
た
独
自
の

ア
ン
テ
ナ
を
も
っ
て
い
た
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
丸
木
は
、
ど
う
し
て
も
原
爆

の
惨
禍
を
人
々
に
つ
た
え
る
た
め
に
記

録
、
記
憶
を
発
信
（
ア
ン
テ
ナ
）
し
よ

う
と
表
現
し
た
の
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
度
の
「
70

年
目
の
原
爆
の
図
」
展
開
催
に
つ
き
ま
し

て
は
、
桐
生
法
人
会
か
ら
協
賛
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
記
し
て
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

（
大
川
美
術
館
館
長
・
田
中
　
淳
）

令和3年1月20日

あ
い 

み
つ
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令
和
二
年
度 

納
税
表
彰
式

令
和
二
年
度 

群
馬
県
税
務
功
労
者
表
彰
式

税
を
考
え
る
週
間
協
賛
事
業

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
「
逆
境
に
負
け
な
い 

強
い
中
小
企
業
の
在
り
方
」

　
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
桐
生

法
人
会
は
十
一
月
十
七
日
、
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
」
防
止
対
策

と
し
て
当
会
で
は
初
め
て
の
試
み
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
に
よ
り
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
は（
株
）m
i
n
i
t
t
s
代
表

取
締
役
の
中
村
朱
美
氏
で
１
９
８
４
年

京
都
府
亀
岡
市
生
ま
れ
の
三
十
六
歳
。

　
「
飲
食
店
で
も
私
生
活
を
両
立
で
き

る
環
境
を
実
現
し
た
い
」
と
い
う
想
い

の
も
と
、
京
都
で
一
日
百
食
限
定
の
お

店
「
佰
食
屋
（
ひ
ゃ
く
し
ょ
く
や
）」を

展
開
す
る
メ
デ
ィ
ア
で
も
話
題
の
中
村

朱
美
氏
。
残
業
、
食
品
ロ
ス
を
な
く

し
、
百
食
の
ゴ
ー
ル
設
定
で
社
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
実
現
な

ど
、
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
子
育
て
中

の
女
性
や
、
障
が
い
の
あ
る
人
、
介
護
を

担
う
人
な
ど
も
積
極
的
に
採
用
す
る

な
ど
、
様
々
な
仕
組
み
で
「
佰
食
屋
」
を

口
コ
ミ
取
材
が
絶
え
な
い
人
気
店
に
成
長

さ
せ
ま
し
た
。
し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
が
店
を
直
撃
。
劇
的

な
経
営
環
境
の
変
化
と
向
き
合
い
、
ピ

ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
べ
く
挑
戦

を
続
け
て
い
る
姿
を
ス
ト
レ
ー
ト
に

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
ま
さ
に
苦
境

に
立
た
さ
れ
な
が
ら
戦
っ
て
い
る
方
に

必
聴
し
て
も
ら
い
た
い
講
演
会
で
し
た
。

　
ま
た
、
同
氏
は
第
三
十
二
回
人
間
力

大
賞
農
林
水
産
大
臣
奨
励
賞
、
ウ
ー
マ

ン
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
８
新
規
ビ
ジ
ネ
ス

賞
、
日
経
W
O
M
A
N
ウ
ー
マ
ン
オ
ブ

ザ
イ
ヤ
ー
２
０
１
９
大
賞
な
ど
数
々
の

賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
著
書
に
「
売

上
を
、
減
ら
そ
う
」
が
読
者
の
投
票
に

よ
り
ビ
ジ
ネ
ス
書
グ
ラ
ン
プ
リ
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
部
門
一
位
を
受
賞
。
こ
の

不
安
定
な
世
の
中
を
生
き
残
っ
て
い
く

た
め
に
考
え
抜
い
た
経
営
手
法
や
「
佰

食
屋
」
の
運
営
に
込
め
た
「
想
い
」
や

「
優
し
さ
」
が
人
々
の
共
感
を
よ
ん
で

い
ま
す
。

中村 朱美氏

納税表彰式

　
令
和
二
年
度
の
納
税
表
彰
式
は
従
来

の
実
施
方
法
と
異
な
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
防
止
に
よ
り
密
を
避

け
て
、
十
一
月
十
六
日
（
月
）
桐
生
税

務
署
、
十
一
月
十
七
日
（
火
）
地
場
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
納
税
表
彰
は
、
税
務
行
政
に
功
績
の

あ
っ
た
関
係
団
体
の
役
員
等
の
功
労
表

彰
で
、
当
桐
生
法
人
会
関
係
で
は
会
長

津
久
井
真
澄
氏
、
理
事
　
市
川
導
宏
氏

が
桐
生
税
務
署
長
表
彰
、
桐
生
行
政
県

税
事
務
所
長
表
彰
に
会
長
　
津
久
井
真

澄
氏
、
副
会
長
　
岩
﨑
研
司
氏
が
受
章

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、例
年
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

の
入
賞
者
表
彰
も
同
時
に
行
わ
れ
、
受

賞
者
に
よ
る
朗
読
披
露
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、「
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
」
の

関
係
か
ら
今
年
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
二
年
度
群
馬
県
税
務
功
労
者
表

彰
式
が
、
七
月
二
十
九
日
（
水
）
群
馬

県
庁
昭
和
庁
舎
（
正
庁
の
間
）
に
お
い

て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
表
彰
は
、
税
務
関
係
団
体
の
役
員

等
で
、
納
税
思
想
の
啓
発
、
県
税
の
申

告
指
導
及
び
納
税
の
促
進
に
積
極
的
に

協
力
し
特
に
功
績
の
あ
っ
た
関
係
団
体

の
役
員
等
の
表
彰
で
、
当
桐
生
法
人
会

関
係
で
は
、
監
事
の
岸
田
信
克
氏
が
受

章
し
ま
し
た
。

津久井 真澄氏

岸田 信克氏

市川 導宏氏

岩﨑 研司氏
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女
性
部
会
税
制
改
正
提
言

税
制
改
正
提
言

　九
月
二
十
四
日
開
催
の
全
国
法
人
会
総

連
合
理
事
会
に
お
い
て
決
議
さ
れ
た
令
和

三
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
書
を
去

る
十
ニ
月
六
日
と
九
日
に
津
久
井
会
長
、

阿
部
事
務
局
長
に
よ
り
、
井
野
衆
議
院
議

員
、
荒
木
桐
生
市
長
、
須
藤
み
ど
り
市
長
、

並
び
に
北
川
桐
生
市
議
会
議
長
、
大
澤
み
ど

り
市
議
会
議
長
に
提
言
し
ま
し
た
。

　提
言
内
容
は
、
一
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
厳
し
い
経
営
環
境
を
踏
ま
え
、
中
小
企

業
に
実
効
性
の
あ
る
支
援
と
税
制
措
置

を
！

　二
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま

え
、
コ
ロ
ナ
収
束
後
に
は
本
格
的
な
税
財

政
改
革
を
！
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
以
下
要
約
の

と
お
り
。

■
税
・
財
政
改
革
の
在
り
方

一
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
へ
の
対
応
と

財
政
健
全
化

（
一
）
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
長
期
化
の

様
相
を
見
せ
て
お
り
資
金
力
の
弱
い
中
小

企
業
は
限
界
に
き
て
い
る
。
国
と
地
方
は

今
般
の
支
援
制
度
の
周
知
・
広
報
、
申
請

手
続
き
の
簡
便
化
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
給

付
等
、
実
効
性
の
確
保

（
二
）
新
型
コ
ロ
ナ
拡
大
に
伴
い
、
今
年

度
補
正
予
算
で
盛
り
込
ま
れ
た
膨
大
な
予

備
費
を
厳
し
く
使
途
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必

要
が
あ
る
。

（
三
）
財
政
健
全
化
に
つ
い
て
歳
入
は
安

易
に
自
然
増
収
を
前
提
す
る
こ
と
な
く
、

歳
出
は
聖
域
を
設
け
ず
に
具
体
的
な
削
減

方
策
を
明
示

二
、
社
会
保
障
制
度
に
対
す
る
基
本
的

考
え
方

（
一
）
年
金
に
つ
い
て
「
マ
ク
ロ
経
済
ス

ラ
イ
ド
の
厳
格
対
応
」
、
「
支
給
開
始
年

齢
の
引
き
上
げ
」
、
「
高
所
得
高
齢
者
の

年
金
給
付
削
減
」

（
二
）
医
療
の
デ
ジ
タ
ル
対
応
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
の
普
及
率
を
高
め
る
。

（
三
）
介
護
保
険
の
給
付
及
び
負
担
の
あ

り
方
の
見
直
し
。

（
四
）
生
活
保
護
給
付
水
準
の
見
直
し
。

（
五
）
少
子
化
対
策
で
は
、
現
金
給
付
よ

り
保
育
所
、
学
童
保
育
等
の
整
備
、
現
物

給
付
に
重
点
を
置
く
。

（
六
）
社
会
保
障
制
度
の
確
立

三
、
行
政
改
革
の
徹
底

（
一
）
国
・
地
方
議
員
の
定
数
削
減
、
歳

費
抑
制
（
二
）
国
・
地
方
公
務
員
の
削
減

と
能
力
重
視
（
三
）
特
別
会
計
と
独
立
行

政
法
人
の
無
駄
を
削
減

四
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

■
中
小
企
業
が
事
業
継
続
す
る
た
め
の
税
制

措
置

一
、
法
人
税
関
係

（
一
）
法
人
税
率
の
軽
減
措
置

（
二
）
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
は
「
中

古
設
備
」
を
含
め
適
用
期
限
の
延
長

少
額
減
価
償
却
資
産
は
損
金
算
入
上
限
の

撤
廃
し
全
額
損
金
算
入
と
す
る
。

（
三
）
中
小
企
業
設
備
投
資
支
援
措
置
は

手
続
き
の
簡
素
化
と
「
中
小
企
業
経
営
強

化
税
制
」
の
適
用
期
限
延
長

（
四
）
役
員
給
与
の
損
金
算
入
の
拡
充

（
五
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
緊

急
経
済
対
策
に
お
け
る
税
制
上
の
措
置
の

延
長
と
制
度
の
拡
充

二
、
消
費
税
関
係

（
一
）
消
費
税
転
嫁
対
策
特
別
措
置
法
の

適
用
期
限
の
延
長

（
二
）
現
行
の
「
区
分
記
載
請
求
書
等
保

存
方
式
」
を
当
面
維
持

三
、
事
業
承
継
税
制
関
係

（
一
）
事
業
用
資
産
を
一
部
資
産
と
切
り

離
し
た
事
業
承
継
税
制
の
創
設

（
二
）
相
続
税
、
贈
与
税
の
納
税
猶
予
制

度
の
免
税
制
度
等
を
含
め
た
充
実

四
、
相
続
税
・
贈
与
税
関
係

（
一
）
贈
与
税
の
基
礎
控
除
引
き
上
げ

（
二
）
相
続
時
精
算
課
税
制
度
の
特
別
控

除
額
（
2
，5
0
0
万
円
）
を
引
き
上
げ

五
、
地
方
税
関
係

（
一
）
固
定
資
産
税
の
抜
本
的
見
直
し

①
商
業
地
等
宅
地
評
価
の
収
益
性
を
考
慮

し
た
評
価

　②
家
屋
評
価
は
経
過
年
数
に

応
じ
た
評
価
方
法

　③
償
却
資
産
は
「
少

額
資
産
」
の
範
囲
の
拡
大

　④
固
定
資
産

税
免
税
点
の
大
幅
引
き
上
げ

⑤
国
土
交
通
省
、
総
務
省
、
国
税
庁
の
土

地
評
価
の
一
元
化

（
二
）
事
業
所
税
の
廃
止

（
三
）
法
人
住
民
税
超
過
課
税
の
撤
廃

（
四
）
法
定
外
目
的
税
の
撤
廃

六
、
そ
の
他

（
一
）
配
当
の
二
重
課
税
の
見
直
し

（
二
）
電
子
申
告

■
地
方
の
あ
り
方

（
一
）
本
社
機
能
移
転
の
促
進
、
地
元
大

学
と
の
連
携
に
よ
る
技
術
集
積

（
二
）
基
礎
自
治
体
（
人
口
30
万
人
）
の

拡
充
と
市
町
村
合
併
の
推
進

（
三
）
「
事
業
仕
分
け
」
の
よ
う
な
民
間

チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
導
入

（
四
）
地
域
の
民
間
企
業
の
実
態
に
準
拠

し
た
地
方
公
務
員
給
与

（
五
）
地
方
議
会
の
ス
リ
ム
化

尚
、
提
言
書
の
詳
細
に
つ
い
て
は
桐
生
法

人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま

す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

税制改正提言書提出

－  ５  －



インターネットセミナーをご活用下さい。
桐生法人会ホームページ ［kiryu-houjinkai.jp］ から無料で視聴できます。

ここをクリック！！

〈インターネットセミナー　ページ〉

 ID・パスワードは　会員 ID：hj0815
                   　　　パスワード：1211

桐生法人会では、会社や自宅にいながらインターネットでセミナーが受講できる「セミナーオンデマンドサービス」の提供を
行っています。
一流の講師陣による経営や財務はもちろん、経済やライフスタイル等の内容の１００タイトルを超えるセミナーを桐生法人会
ホームページのバナーをクリックするだけで無料にて何時でもお好きな時にご視聴いただけます。

　桐
生
法
人
会
青
年
部
会
で
は
、
平
成

二
十
三
年
度
か
ら
桐
生
税
務
署
管
内
の

小
学
六
年
生
を
対
象
に
「
租
税
教
室
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　次
代
を
担
う
児
童
の
皆
さ
ん
に
、
税

が
こ
の
社
会
で
果
た
し
て
い
る
役
割
の

重
要
性
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
い
、

社
会
や
国
の
あ
り
方
を
主
体
的
に
考
え

る
と
い
う
自
覚
と
、
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
青
年
部
会
メ
ン
バ
ー

が
小
学
校
を
訪
問
し
て
「
租
税
教
室
」

を
実
施
す
る
な
ど
、
多
彩
な
租
税
教
育

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　本
年
度
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
」
の
影
響
に
よ
り
例
年
は
十
か

所
の
小
学
校
を
訪
問
し
て
い
ま
し
た

青
年
部
会
「
租
税
教
育
活
動
」

青
年
部
会

笠懸小での租税教室風景

税金クイズ

が
、
今
年
は
八
か
所
の
小
学
校
に
対
し

て
「
租
税
教
室
」
を
二
月
上
旬
ま
で
実

施
す
る
予
定
で
す
。

　今
回
紹
介
す
る
「
租
税
教
室
」
は
、

み
ど
り
市
立
笠
懸
小
学
校
で
の
教
室
状

況
で
す
。
笠
懸
小
学
校
は
管
内
で
は
児

童
数
が
一
番
多
く
、
六
年
生
は
百
八
十

三
人
と
大
勢
の
児
童
の
前
で
の
教
室
は

初
め
て
の
試
み
で
懸
念
は
あ
り
ま
し
た

が
何
と
か
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　ま
た
、
法
人
会
青
年
部
会
活
動
を
内

外
に
周
知
す
る
た
め
に
学
校
の
許
可
を

得
て
「
租
税
教
室
記
録
」
を
専
門
業
者

に
依
頼
し
て
撮
影
し
ま
し
た
。
後
日
、

桐
生
法
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク

す
る
予
定
で
す
。

「
租
税
教
育
活
動
」

－  ６  －



公益社団法人桐生法人会

女 性 部 会 青 年 部 会
新入部会員を募集しています。

事 務 局 〒376-0024
桐生市織姫町２番５号
TEL 0277-45-1211　FAX 0277-45-1215

　社会や企業における女性の役割はます
ます大きなものになっています。 
　女性部会では、女性経営者から従業員
まで多様な活動を行っています。 
　地域社会貢献活動においては、部会員
のきめ細かさや優しさが皆さんの好感を
得ており、法人会活動に貢献しています。

部会長：松島和代
会　員：67 名
年会費：3,600円

　企業にとって、時代を担う後継者の育成
は大きな課題です。 
　青年部会では、若手経営者が将来に向け
て飛躍するための研修会や多彩な行事を
開催しています。 
　社会貢献活動・租税教育活動において
も大きな役割を果たしております。 

部会長：新井雄一
会　員：112 名
年会費：6,000円

－  ７  －

ビル・建物の総合管理と清掃

本      社／桐生市宮本町2-7 -9 TEL.0277-22-3220
相生事業所／桐生市相生町5-284-84 TEL.0277-32-3521

トータルメンテナンス

www.to-men.co.jp

“きれいにする”から
“いつもきれいに”へ

あなたのオフィスの快適空間を
プロデュース致します

みどり市大間々町大間 1々002
TEL. 0277-72-2221



－  ８  －

群馬支社

TEL 027-223-5260

群馬支店

TEL 027-223-5771


